






	プログラム
	日 程
	時　間
	テ ー マ
	講　師(敬称略)

	
	11／8

（土）
	10:30～13:00
	ブリーフの基礎：ズバリ、ポイントを体験的に示します
	長谷川  啓三

	
	
	14:00～16:30
	システム論・家族・組織・偽解決
	水谷  久康

	
	11／9 

（日）
	 9:30～11:30
	講師陣による模擬面接と質疑など

—模擬面接を講師陣で行います—
	長谷川・水谷・若島

	
	
	12:30～15:00
	惨事ストレスへの対応　—東日本大震災を踏まえて—
	若島　孔文




№１４１０３





２０１４年度　こころの臨床・専門講座３　１ 





ブリーフセラピー入門 Ⅱ　





期　　日：２０1４年１１月８日（土）～９日（日）


受講対象：臨床心理士・看護師・保健師・心理職・相談員等の方で、医療・相談・福祉・


教育に関わる専門家、学生、および関心のある方


定　　員：60名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認願います）


受 講 料：１０,０００円（税込み）　※昼食は各自でお手配願います


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　 03-3986-7021


会　　場：明治安田こころの健康財団　8階講義室  （※詳細地図は受講証に添付いたします。）


東京都豊島区高田3-19-10　


	ＪＲ山手線、西武新宿線、地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分


1-4-14TEL：後　援


後援：宮城県・宮城県





講 師 紹 介（敬称略）


***** 企画講師　長谷川 啓三  東北大学大学院教授（臨床心理学）・MRI海外代表 *****


出講講師　水谷   久康　三重県立四日市商業高等学校校長、ITC幹事


若島　 孔文　東北大学大学院准教授（臨床心理学）





ブリーフセラピーの考え方と実際を体験的なワークを通して考えてみる２日間の講座です。歴史ある「鉄板講座」だと言ってくれるスタッフもいらっしゃいました。


講師も腕を日々磨き続けてきた男達3人です。実際的で世間に役立ちたい！とこの道を選んで来ました。優しいおじさん達でもあります。3つの小論に分けて考えます。


ブリーフセラピーは現実が困難であればあるほど、その解決力を発揮します。そしてそれがどのように応用されるかを、組織経営の観点から、また東日本大震災の被災者支援を通じてご紹介したいと考えています。ブリーフセラピーが初めての方も、さらに深めたい方も是非どうぞ。　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【長谷川　啓三】











※ 時間割・テーマ等は、多少変更となる場合があります。その際はご了承願います。





「ブリーフセラピー」は「現実が困難であればあるほど、その解決力を発揮します」。講師陣は、未曾有の東日本大震災被害のこの上もない困難を「ブリーフセラピー」を使って乗り越えようとしています。「ブリーフセラピー」は、家族・友人・学校・地域社会などありとあらゆる人間関係の存在するところで切れ味を発揮します。今までに解決のできなかった困難な事例にどうやってアプローチするのかを皆さまにお知りいただき、普段使う面接技法に加えていただきたく本企画を依頼いたしました。





事務局から








事前に皆さまから事例を募集いたします。本講座の模擬面接で検討してほしい事例（発表用にケースをまとめる必要はありません）をお持ちの方は是非ご提供ください。なお、採用されない場合や、時間的制約で事例の問題全てにお答えできないこともありますので、予めご了承ください。


申込書の「事例提出希望欄」に○印をつけお申込みください。その際、日中連絡が可能な手段・方法を必ずご記入ください。財団から提出方法をご連絡いたします。





事例募集について











